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※出席者は記録者が印を付ける。

※出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・明日より2班の職員旅行が開始。スタッフ数が少なくなる為、協力しながら業務を行なうこと。

・6/28（水）八戸短期大学より看護学生5名が青陽館にて実習予定となっている。
・7/21（金）13:00～16:30東北厚生局適時調査実施。カルテや日誌がチェックされる為、記載漏れやミスがないようにダブルチェックを徹底して行うこと。

・カンファレンス記録について、連絡事項等の内容が記載されず、情報共有が出来ていないことがある為、記録を行う場合は記載漏れのないように作成すること。

【見学予定】

・工藤　助一　様～6/27（火）10:00見学実施予定。デイケアへは病院SWが連れてくる。

・松田　知子　様～本日デイケア見学予定だったが、都合が悪くなったとのことで、6/30（金）に変更したいと連絡がある。希望日の10：30に外来で待ち合わせの約束をしている。

【各種提出期限】
・7/5(水)疾患別診療計画書　※通所日が少ない方は要注意

⇒担当1人分を添削、指導予定であるため早めに提出するように。

・7/3(月)12:00までに素案とタイトルを各クループで話し合い、小嶋SGMへ報告すること。

＜青明舎利用者様情報＞
・鈴木　知子　様～手帳の更新のことや訪問看護の担当が変わることを気にし、電話が掛かってきている為、都度対応しているとのこと。デイケアでの過ごし方や対応状況を伝えている。

・高柳　和子　様～デイケアに行くと楽しいけど、行くまでが辛いから辞めたいと話していたとのこと。デイケアでの良いことを振り返り行くように促すと、欠席することがあるが、デイケアに行くことが出来ている。

・森田　清助　様～定期訪問時、デイケアの帰りに転んだと話している。処方薬が変わってからは問題ないとのこと。タバコについて禁煙を続けたいとのことで、無理せず続けていくよう促している。

・福井　彩　様　～ペットボトルのジュースを5本持って来所している。体調を聞くと胃もたれがあると話しており、炭水化物を見ると吐きたくなると話している。デイケアでは上記訴えや同様の様子はなく、訴えは聞かれていないことを伝えている。

・我満　奈津紀様～6/24（土）定期訪問実施。体調は問題なく、家では娘様が食事を作ってくれる為助かっていると話している。買い物は娘様と一緒に勉強しながら行っているとのこと。掃除をしているとのことだが、部屋の乱雑さに大きな変化はない。お盆に父親に会うことにしているとのこと。

・我満　望　様　～6/24（土）定期訪問実施。体調は悪くないとのことで、仕事は今は考えずに今後のために体力をつけていきたいと話している。デイケアには相談事があった際に行くように医師から言われたとのこと。身分証について、原付の免許を取ると話していたが、障害者手帳に写真を貼ることで対応すると話している。

・前野　義勝　様～腰痛について軽減してきており、福井整形外科を毎日受診しているとのこと。ナイトケアは坂が大変で行けないと話している。現在ナイトケアに来所出来ていないこと、腰痛は良くなっていないと話していること、坂が大変で行けないということは聞いていないことを情報提供している。

※6/24(日)青明舎にて行事を実施。福井彩様、東海林紀子様、佐羽内裕亮様、高柳和子様が参加している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～本人より報告があり、幻聴に左右されて同居人の冨田紀子様に「きらわれもの」と言ってしまったと話している。その後相手に気まずいと話しているが、自分から謝罪しており、世話人から評価をしているとのこと。相手からは「何も聞こえなかったから大丈夫」と言われたと話している。

・古舘　ヨリ　様～北村皮膚科を受診し、足に白癬がある為塗り薬等が処方されている。処方内容と使用方法の説明を聞いているが、現在は世話人と一緒に処置を行っているとのこと。今後デイケア入浴後にも実施できるように様子を見て行くこととしている。

・冨田　紀子　様～グループホームに体験利用者が来ており、その後から依存的や指示的な発言が強い口調で聞かれているとのこと。

・田中　一　様　～今年も毎年参加している特許の講習会に行ってくると話しているとのこと。

・下妻　康貴　様～7/29（木）青明舎にてモニタリングを実施予定。

・関　秀治　様　～以前、会話中見当違いな発言が聞かれていたが、生活上大きな問題はないとのこと。睡眠中中途覚醒があるとのことだが、問題はなく、薬も忘れずに服薬できているとのこと。

・若松　邦生　様～6/21（水）デイケアを欠席しており、理由としてデイケア利用者（福井彩様）の話し方や態度が嫌だからと話していたとのこと。自分からデイケアへ電話連絡をしていなかった為、連絡するように説明している。また、当院受診日を増やしたいと希望しており、今後主治医へ相談することとしている。

・村上　元道　様～姉様から宗教関係の荷物が届き、着払いで6000円支払ったと話している。また、うみねこ幸房での自身のランクがどうなるかと不安を話しており、本日結果がわかるとのこと。ランクが上がらない場合は、うみねこ幸房職員へどのようにすればよいか聞いてみると話している。

・藤村　翔　様　～6/23（金）にグループホームにて精神症状に左右された言動が聞かれていたとの情報提供がある。その後からは大きな変化はなく、普段通りに過ごしている。

・田名部　浩平様～6/30（金）～7/5（水）まで家族と東京旅行に行くとのこと。

＜利用者様情報＞

デイケア

・久慈　邦夫　様～妻様に関しての報告がある。妻の心不全が悪化しており、10ｍであっても歩くことが困難な状態であり、明らかに衰弱しているとのこと。今までは心臓の手術を拒んでいたが、今は手術する方向で検討しており、次回八戸赤十字病院を受診時に決定することとなっているとのこと。手術するとなれば、岩手医科大学付属病院にいくこととなるとのことで、付き添いや見舞の兼ね合いでデイケアを欠席する日が増えるかもしれないと話している。手術の日程が決まり次第教えてほしいことを伝えている。以前、妻様が入院した際に、家事を全て自分で行ったことで疲労感が強まったため、自分の体調にも留意するように助言している。

・松川　順子　様～先週同様、治験入院に関する不安を話しており、スタッフが対応している。治験について本人は「症状が良くなるならいいけど、入院はしたくない」と話している。自分の気持ちを表現できていることを評価し、自分の考えを主治医へ伝えるよう促すと「わかりました」と話している。引き続き本人の訴えを傾聴しながら、不安を解消できるように関わっていく。

デイナイトケア

・小向　武雄　様～両手首に掻き傷があり、軟膏を塗って対処しているとのこと。痛みや痒みはないとのことで、時計のベルトが原因と考えられる為、本日は付けないで対応している。

・鈴木　真知子様～昨日姉様に2回電話連絡をしていることや、本人希望で散歩に行っているとの情報提供がある。本日は体調は悪いとのことだが、プログラムに問題なく参加しながら過ごしている。

・奥山　以依子様～青風荘にてミーティングを行っていた際、勝手に体が動いたりしていた等、質問と違う内容の返答が聞かれていたとのこと。デイナイトケアでは上記同様の様子は見られていない。

・佐藤　ミツ子様～青風荘にて、食事の準備を行っていた際に、突然食べたくないと素っ気なくはなすことがあったとの情報提供がある。デイナイトケアでは話し掛けに対し素っ気なく対応することがあるが、プログラムには普段通り参加している。

ナイトケア

・植村　廣隆　様～「人格がいっぱいでてくる」と言い、来所時から落ち着きがなく、切迫した表情で話している。話を聞いていくと、徐々に自分に負荷がかかっていたことに気付き、「俺、大変だったんだ」と言葉にしている。別人格は3人いて、兄と姉ともう1人いるとのこと。「大丈夫と言ってないとおちつかなくて」と話しており、別人格は自分を守るためにいるのではないかと伝えている。対話を重ねていくことで、自分が依存症となった経緯や原因を考えているが、なるべくして病気になったことや病気に抗うつもりはないと言い、自分の病気や特徴を受け入れている様子がある。別人格は否定せずに、どのように付き合っていくかを考えていってはどうかと伝えると、「そうですね」と話している。対話後は表情穏やかに調理教室に参加しており、他利用者との会話しながら笑顔で食事を摂っている。帰宅時には、来所時のような切迫感は消えており、落ち着いて帰宅している。

＜外来情報＞
・田名部　浩平様～体調は良いと話している。今週は家族旅行へ行くと話しており、医師よりのびのびと生活するようにアドバイスされている。

・上村　正暁　様～抜歯した為、食事が食べづらいと話している。就労移行支援B型の施設利用を勧めるが、人と会話が苦手で強迫行為があるとのこと。障害年金受給したいとのことでSWへ相談している。

・高阪　博英　様～体調は良いと話しているが、仕事は忙しい様子。医師より無理せず行うようアドバイスされている。

・清水　泰雅　様～特変なく過ごしているとのこと。食事、睡眠、服薬は出来ていると話している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　我慢　望　様　）

実施日：H29年6月26日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：會津

参加者：

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	我慢　望　様
	性別
	女
	年齢
	18
	生年月日
	H10.7.13

	主病名
	アスペルガー症候群
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	生活リズムの安定。

	本人希望
	生活訓練施設に通い、自立した生活を送りたい。

	家族希望
	高校卒業後に生活訓練施設に通って自立してほしい。


	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目

※今回：H28.9.5～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	ドアーズ（発達障害相談支援所）

	· 住居：アパート
	家族構成






	利用制度
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①平日・休日の生活リズムを安定する。
	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時に挨拶を行う。
	①決められた曜日、時間に来所が出来た場合は、評価を行い行動の強化を図る。帰宅時、次回来所日の確認を行う。来所時・帰宅時には自発的に挨拶を実施できるよう働きかける。

	
	②体調管理を行う。決まった時間に起床する。
	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力を行う。
	②就寝時間・起床時間の確認を行う。時間を守って行動出来た際は、評価を行い行動の強化を図る。行動出来なかった際は原因について振り返り、スタッフとともに対処方法を考える。

	
	③日中の活動量を増やし、体力をつける。
	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	③運動プログラム参加のメリットを伝える。買い物等、自分で興味を持ち出掛けることが出来るようちらしの確認を行いご家族に協力して頂き一緒に出掛ける機会を作る。


	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時に挨拶を行う。


	・出席率は3月13％、4月0％、5月7％であり、欠席理由として多いものは行きたくない、起きられないということが多く、また、母様が欠席する日もほとんど欠席している。
・6/5より就労継続支援B型「アイデンド八戸」にて体験利用実施している。アイデンドの体験利用の内容としては、チラシ折りやろうそく作成を行い、本人にとって興味のあるものであったとのこと。しかし、他者に苦情や言いがかりを付けられたとのことで、6/5・6/7のみで利用を辞めている。他の施設利用についても拒否的である。しばらくは家事をして体力をつけて、内職など探していくとのこと。
・来所時の挨拶は対人緊張が強い為か積極的な挨拶が出来ていない様子。スタッフからの挨拶には返答している。

（達成度30％）
	来所時に面談を実施し、就労に向けて、生活リズムを整える、活動性の向上の必要性を説明していく。また、体験利用時に他者とトラブルがあったことから、対人交流の学習の場としてデイケアの利用を促していく。来所した際には評価していき、行動の強化を図っていく。

	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力を行う。
	・生活リズムは不規則で、朝は7時頃には起きていることがあるようだが、部屋から出てこないとのこと。7時に起床出来ていないことが多い。日中9時・10時に眠気が強くなり、再度眠ってしまうことがあるとのこと。

・夜は19時か20時に薬を飲むと部屋に行き、金曜日の夜はゲームを行っており、就寝時間は基本的に夜中1時をまわるとのこと。
・アラーム設定は実施しているが、起床しても再度寝てしまう為、意味を為していない状態である

（達成度20％）
	来所時に面談を実施し、状況確認と対処法を検討していく。

	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	・通所開始時はエアロビの参加を目的にしていたが、運動プログラムへ参加していない。母様からの情報では、自宅では運動は行っていないとのこと。
・自宅では、買い物や高校の後輩と一緒に外出したり、食事を3食作ったり、部屋の片付けをしているとのこと。今後は家事を行い、デイケア来所しエアロビに取り組むことで体力向上を図っていきたいと本人・母様から希望あり。

（達成度30％）
	来所時に面談を実施し、就労に向けて体力も必要であると説明し、運動する機会を増やすよう助言していく。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	規則正しい生活リズムを獲得し、社会生活を送れるようになる。
	①平日・休日の生活リズムを安定する。
	①決められた曜日、時間に来所をする。来所時・帰宅時に挨拶を行う。
	①決められた曜日、時間に来所が出来た場合は、評価を行い行動の強化を図る。帰宅時、次回来所日の確認を行う。来所時・帰宅時には自発的に挨拶を実施できるよう働きかける。

	
	②体調管理を行う。決まった時間に起床する。
	②日付が変わる前に就寝する。起床時間を定め、アラームを設定し起床時間に起きる努力を行う。
	②就寝時間・起床時間の確認を行う。時間を守って行動出来た際は、評価を行い行動の強化を図る。行動出来なかった際は原因について振り返り、スタッフとともに対処方法を考える。

	
	③日中の活動量を増やし、体力をつける。
	③運動プログラム開始時には参加を促す。買い物やデイケアへの来所等で体を動かす機会を増やす。
	③運動プログラム参加のメリットを伝える。買い物等、自分で興味を持ち出掛けることが出来るようちらしの確認を行いご家族に協力して頂き一緒に出掛ける機会を作る。


※来所した際に、担当スタッフと面談を実施し、現状を振り返り本人の意向を確認しながら、目標・計画の検討を行っていく。

